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はじめに
地
球

温暖化対策
は 、
緊
急
か

っ

長期的

課題と
し
て
国
家
聞
で

の
議
論
が
頻
繁
に
行わ
れ
て
い
る

重
要
課
題
で
あ
る 。
そ
し
て
本市

に
お
い
て
も 、

環境
モ
デ
ル
都
市

と
し
て
種々
の
取
組
を

積極的
に

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

一
方 、
地

球温暖化対策
に
関

す
る
市
民
の
意
識
で
あ
る
が 、
一

定
の
関心
は
あ
る
も
の
の 、

本市

の
施策
や
計
画
を
知っ
て
い
る
市

民
の
割
合
は
低い
と
い

う現状
が

アン
ケ
ー
ト
に
よ

h誰寵さ
れ
た 。

こ
の
こ
と
か
ら 、

環境モ
デ
ル

都市と
し
て
取
組
の
実
効
性
を
上

げ
る
た
め
に
は 、
市
民
の

問題意

識主同め 、

施策
に
対す
る
理解・

協刀を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え 、

研究
テ
lマ
と
し
た 。

回
畏

2 

ヒアリングと現地
割査

杢虫附管部署、
地
域
で
環境

行動
に
取
り
組
む
2
つ
の
市
民
間

隼守、

合計
5
団
体
に
話を
伺っ

た 。

め地署語克持議事業本部

意
識
の
高い
市
民
に
加え 、
よ

り多
く
の
市
民
の
関
心
を
高
め 、

行動を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る 。
大
人
に
は
「
子
供
た
ち

の
将
来
の
た
め
に」 、
平供に
は「
将

来
の
自
分
の
こ
と
と
し
て」
取
組

を促し
て
い

く必要すめ
る 。

⑦援曹養員会事務
局指導企画

課「
環
境
教
育
の
授
業
時
聞
が
十

分

に確保
で
き
て
い
ない 。」 、
「
教

諭
の
ス
キ
ル
に
よっ
て
内
容
の
充

実
度
が
変
わっ
て
し
ま
う 。」 、
ま

た

二行政
の

・マ寝宗
十
分で
は
な

ぃ 。」
な
ど
の

課題がある
こ
と
を

感
じ
た 。①演合エコワンクラブ

共

同連呂
の
巨
大
な
生
ご
みコ

ン
ポ
ス
ト
で
家庭
の
生
ご
み
か
ら

た
い
肥
を
作
り 、
そ
れ
を
地
域
の

緑
化
に
活
用
す
る
と
い
う
循
環
の

ル
1
プ
を
広げ
て
い
る
グ
ル
ー
プ 。

「市良が
誇り
に
思え
る」
こ
と
が

重
事と
い

ろ櫓捕をい
た
だ
い
た 。

④あおぱ発工コ
大作戦実行委

員会
環境
に
関
す
る

啓発活動
に
取

り
組
む
市
民
グ
ル
ー
プ 。
一
人
ひ

と
り
が
得
意
分
野
を
活
か
し 、
一

つ
の
イベ
ン
ト
を
宮蕗
し
て
い
く

粁動力を感
じ
た 。

ま
た 、

教材
の

提供な
ど 、
企

業
の

協力も
大
き
な
力
に
な
りう

ス制 。

mw汐見A甲甲山手品校

争駆的
な

環境教育
に

取り組

ん
で
い
る
学
姥
全
て
の
学
校
の

環境教育
の

取組水準
が
上
が
る

よ
う 、
内
容
の
サ
ポ
ー
ト
と
ス
タッ

フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た 。
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現地
圃査で考えたこと

施
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り 、

前提と
すべ
き
項
目
を
以
下
の
よ

う

に整理
し
た ロ

①意
識
の
高い
市
民
に
加え 、
ょ

り
多
く
の
市
民
に
向
け
た
施

策を
広
げ
る
必
要
が
あ
る 。

②
大
入 、
子
供
双
方へ
の
働
き

か
け
が
必
要
で
あ
る 。

③
誰
に
で
も
で
き 、
誇
り
に
思

え
る
よ
う
な
楽
し
い
取
組
を

提案す
る 。

④
N
P
O
や 、
企
業
と
連
携
す

る 。

霊T校現場
に
は 、

環境教育
に

関
す
る

情報提供 、
コ
1
デ
イ

ネ
1
ト
な
ど
の
面
で
支
援
が

必
要
で
あ
る 。
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施
策提案

川大人向けと子供向けの

二つの
施極東中長期的に

続く地球温暖化

対策を
支
え
協力
し
て
い
た
だ
く

市
民
の
応
援
団
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に 、
よ

り多く
の
市
民
に
行

事τ
広
げ
る
取
組
と 、
叩
年後
m

盆後を
支
え
る

小中学生
の
た
め

の
取組
の一一
つ
の
施策
が
必
要
で

あ
る
と
考え
た 。

凶大人向
け施策の
方向性

す
そ
野
を
広げ
る
た
め
の
「
簡

単
に 、
や
ら
さ
れ
感
な
く

取り組

め 、
市
民
の
意
識
を
高
め
る
きっ

か
け
に
な
る
小
さ
な
取組」
を
提

案
し 、

施策
の

方向性を
以
下
の

さフ
に
整
理
し
た 。

ァ .
分か
り
ゃ
す
く
シ
ン
プ
ル
で 、

イ a
楽
し
く
無
理
な

く続けら
れ 、

ゥ .
成
果
が
目
に
見玄
て 、

ェ .
誇
り
が
持て 、

ォ .
地
域
団
体
や
庁内
が
協力
し

や
すい

ω大人向付
施策の提案

ー「エコ活。」プラス
キャンペーン5

こ
の
5
項
目
を
踏
まえ
て
提案

す
る
施策
は 、
楽
し
み
な
が
ら
小

さ
な

環境行
動
に

取り組
み 、
市

民
の

意識を
高
め
る
『エ
コ
活 。」

プ
ラ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン』 。

横浜

市全
体
で一
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
区
局
あ
げ
て
盛
り上
げ 、
市
民

に
向
け
て

量管す
る 。

様々
な

環費打撃- 、
省エ
ネ

ル
ギ
ー
系
や

緑化系
な
ど
の
系
統

ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
化
し 、
自
由
に

選
択・
実
践
し 、
そ
の

参加者
の

う
ち
優
秀
な
事
例
を
表
彰
す
る 。

市
長
か
ら

表彰を
行
い 、
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
た

だ
く
(
図
1) 。

川刊
平供向け
施策の
方向性

地

球温暖化対策
で
は 、
将
来

を
担、

ユ右者 、
特
に
小

中学生
に

対
す
る

取租は
特

に重要で
あ
る 。

そ
こ
で 、
教
諭
の
能力
に
依
存

せ
ず 、
行
政
や
企
業
の
畢仔
の
環

境教育
プ
ラ
ン
を
活用
し
て 、
学

校
の

環境教育を
サ
ポ
ー
ト
す
る

施策を
提
案
す
る 。
こ
の
施策
の

条
件
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
た 。
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ァ .

子供
た
ち
が
理
解
し
や
す
く 、

ィ .

子供
た
ち
の
興
味
を
引
く 、

ゥ .
先
生
の
喜互
に
左
右
さ
れ
ず 、

ェ .
学
校
の
負担
が
少
ない

仙川
平供向けの
施策提案

i
平侯向け
環境教育

パッケージプランi

行
政機
関
及
ぴ
企
業等
が
提供

し
て
い
る 、
小

中学生
向
け
の
環

境教育
に
関
す
る
堅仔
の
講
座
や

教材
(日

環境教育プ
ラ
ン
と
称

す
る 。)

を把握
し 、

挙生刷、
教

科
別
に
わ
か
り
や
す
く
分
類・
整

理
し 、
学
校が
活用
し
やすい
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
し
て

提供す
る(
図
2) 。

5 ニつの
施策と市民をつな

ぐもの
以
上
の
よ
う
に 、
大
人
の
た
め

の
「
簡単
に 、
や
ら
さ
れ
感
な
く

取り組
め
る
よ
うな 、
市
民
の
意

識
を
高
め
る
きっ
か
け
に
な
る
小

さ
な
取
組」
や 、
子
供
た
ち
の
た

め
の

環境教育
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ

ラ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り 、

市
民
の
理
解
が
着
実
に
進
む
の
で

は
ない
か
と
考え
た 。

併
せ
て 、
取
組を
よ

り確実
に

進
め
る
た
め 、

界役所
に
窓
口
を

設
け 、
様々
な
ア
ドバ
イ
ス
やコ
l

デ
イ
ネ
1
ト
を

行うな
ど 、

施策

を
「
手
に
取
り
や
す
く
す
る」
工

夫も望ま
れ
る 。

こ
の

調査委識
が
発
行
さ
れ
る

3
月
下
旬
噴 、
c
oーD
O
却
に

次五則画、
「横浜市地球温暖化

対策実行計画」
も
公
表
さ
れ
る

予定
で
あ
る 。

そ
の
中
で 、
基
礎
自
治
体
で

あ
る
横浜
市
は

削減教恒と
ダ
イ

レ
ク
ト
に
結び
つ
き
に
く
い
市
民

へ
の

啓発1

教育を
ど
の
よ
う
に

行
い 、
何
を

目
指
す
の
か 。

よ
り
厳
し
き

を
増
す
財
政

状
況
の
中
で 、

多
大
な
財
源

を
必
要
と
す
図

る
温
暖
化
問
念

題
に 、
納
税
概

者
で
あ
る
市日

民
が
ど
こ
ま
プ

で
危
機
感
を
U

持
ち 、
向
かっ
一司

て
い
く
か
は
エ

問
題
解
決
の

成
否
に
か
か

る
要
件
で
は

な
い
だ
ろ
う

か 。
こ
の
よ

う
な
思
い
か

ら 、
私
た
ち

は
市
民
の
「
意

識」
と
い
う

6 

最後に

っ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
課
題
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し 、
そ
の
結
呆 、
こ

の
間
題
の
難
し
き
を

再確認
す
る

こ
と
と
なっ
た 。
果
た
し
て
私
た

ち
の
提
案
が、
Zま

く機能
す
る
の

か
否
か
は
未
知
数
で
あ
る
し 、
実

際 、
市
民
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
の

は
難
し
い
も
の
で
あ
る 。
し
か
し 、

市
民
と
と
も
に
協働
を
進
め
て
き

た
横
浜
市
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
が
あ
る 。
私
た
ち
は
そ
ん
な
思

い
砂持っ
て
い
る 。

(.彰倒}
00隼{・.:1;串劇r:l:.:1咽・τ弓l(�.
.t:，t:，自治会
・ 口口戸で取組

αM削禎※※t
-夏祭りにてエコ啓発イ
ベントの実施

[個人、企業、グループ、自治書)

{個人、企業」グ凡{プ、自治会〉

3R. 
I '<l-f ，(，:/夕、 マイボトル

巨ヨE
「古玉事亘ごみ分別

図1

キャンペーン

環境行動の取組側(応募単位)
省ヱネ‘

市高豪雨 {自柏会、区)

l LED開明 {個人内企業) I 
|省工事ナピ {伺IA.グループ) I 
|末圃先A・1.鳳力完竃 (個人、企業) I 
lマイカー刺周の自. (個人、グループ、企掛 l
l zコドライフ (個人、企扮 |
l冷暖房適温管理 c.入、企業) I 

(イメージ)環境教育パッケージプラン図2

横浜市地球温暖化対策事業本部{小中学校でYES! )、横浜市環境創造局(環境教育「出前講座J)、 環境省
&文部科学省(環境教育・環境学習データベース E∞学習ライプラリー}、環境省(授業に生かす環境教育)、
国立教育政策研究所教育研究情報センター(教育情報ナショナルセンター(NICER))、電気事業連合会(エ
ネルギー教育実践事例集)、企業{孟三洋電機C樹、パナソニック(閥、東京電力{株}、東京ガス(樹)など

興組されている環境徹宵プラン

安実施肉容シート(例〉
整理番号 I E5-2-i 
タイトル|森林と環境~温暖化を防ぐには~
出 典|環境省 (環境に生かす環境教育)
学 年|小学校5年生
教 科|総合(関連:国梧)
分 野|エネルギー・地球温暖化
実施方法|講義と実習
内 容|①温暖化について知る.

講師より温暖化の原因と状況の話を闘〈。
②樹木のCOz吸収量を軒測する。

校庭の樹木のCO2吸収量を計測するとと
もに、児童たちの吐き出すCOzと比較し、
樹木の大切さを認織させる。
③自分たちができることを考える.

森林を守ったり温暖化を防ぐために、自分
たちができることを話し合い、メッセージに
する.
2時間
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